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自衛隊指揮通信システム隊」の新編自衛隊指揮通信システム隊」の新編

○自衛隊の情報通信機能について、情報システムやネットワークの整備・維持管理など
の静的な機能に加え、中央と現地部隊との迅速な連絡調整、広範な地域での部隊間の
連絡調整など部隊運用に直結する動的な機能を担うため、平成20年3月26日に初の常

設の統合部隊である「自衛隊指揮通信システム隊」を新編。

○ 同隊では、自衛隊の指揮命令中枢である中央指揮所（CCP）および自衛隊の骨幹
ネットワークである防衛情報通信基盤（DII）の維持管理機能・サイバー攻撃対処機能な

どを２４時間態勢で実施。

○ 今後、同隊において、陸海空毎に個別に存在する通信インフラの有機的組み合せに
よる通信系の臨機応変な構築や、サイバー攻撃発生時の適時適切な通信機能回復な
どの役割を担う予定。
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平成１９年度から統幕において、部外からのなりすましメール等の未知のサイバー攻
撃の脅威・影響度を分析し、迅速な対処優先度の判断や対処手法の立案等に資するた
め、サイバー防護用分析器材を整備。



防衛省の役割の検討防衛省の役割の検討

未知のサイバー攻撃に対する静的・動的な解析・分析能力○

サイバー攻撃によるIT障害発生時の障害復旧手順等の情報

提供
○

防衛省として、重要インフラの障害回避・復旧等にどのように貢

献可能か → 分野的横断演習等の機会を通じた検討が必要

例）防衛省への未知のサイバー攻撃の解析・分析結果及び障害復旧対処
手順等をNISCを通じて情報提供等

防衛省が有する能力

防衛省の役割の検討


